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＜目的＞人間の生活において、･運動時には日常生活とは異なる温熱感を感知することが多い。しか
し、従来、定常的な状態での快適性の確保に関した研究は少なくないが、こうした条件での研究が

充分であるとは言い難い。　　！

　本研究では、人体皮膚温に着目し、人工気候室においての環境条件を変化させたときの変動を明

らかにし、運動時における快適な被服を設計するための基礎的な情報を得ることを目的としている。
＜方法＞人工気候室において、温度を1 0°Cから３ o°cの範囲内で、段階的に設定した。湿度は、

60 + 5％に設定した。皮膚温の測定には、銅コンスタンタン熱電対を用い、その電圧信号を１０

秒おきにパソコンにオンラインで入力した。湿度は、神栄製TR-3型により測定した。測定点は、

ラマナサンの４点法により、さらに外耳温、左右の手甲および手指先、左右の足甲および足指先を

測定した。自転車エルゴメーターによって５分間隔で運動と安静を繰り返し行い、被験者に運動負
荷を与えた。被験者は、２０～2 4歳の女子学生５名と男子学生２名である。

＜結果＞運動時の皮膚温を測定した結果、体幹部における皮膚温には、環境温度による変化と個人
差の影響が少ないことが判明した。’一方、大腿部において、１０･Ｃと２ ０°Ｃでは、運動開始時に皮

膚温が低下し、安静時に皮膚温が上がる傾向が見られた。しかし、手指先および足指先の皮膚温は、

動静脈吻合(AVA）により大きく影響を受けることが測定された。運動を開始すると、ある時点よ

り突然AVAにより指先の皮膚温は、２～３分の間に、B°Cから1 0°Gもの上昇を示すことが認めら

れた。さらに運動を続けると、5°C程度

部への環境条件の直接的影響よりも、AV

の振幅で変動を繰り返す特性が認められた。これは、末梢

Aの開閉によって変動する温度変化のほうが影響が大きい
ことを示していると考えられた。また、これは肥満との関連を有することがうかがわれた。
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＜目的＞　前報に続いて。皮膚の湿潤感受性及びその要因を明らかにするため、液相水分

による局所湿潤刺激実験を行い、合わせて触点密度について検討を加えた。

＜方法＞　実験1,局所湿潤実験：成人女子（21～29才）10名に対し、25℃、70% RHと34

℃、70% RHの人工気候室において、前額・上腹・前腕・手掌･大腿・下腿の前面に、濡れ

条件の異なる接触孚を置き、且つ滑らせた時の湿潤感■温冷感、及び測定部皮膚温と接触

温、体重減少量、皮膚温分布を測定した。接触子は直径4 cmで、温水を入れたプラスチッ

クケース上に綿メリヤス（二重）をかぶせ、中央に温水を滴下した。水温は、測定部皮膚

温一3℃、同温、＋3℃の３条件、滴下水量は0.5 ,1.0 ,2.0 mlの3条件、荷重は40 gと

100 gの２条件とした。　　実験2,触点密度：湿潤条件と同一被験者、同一環境条件下

で同一部位に対し、ナイロンテグスに一定荷重を負荷した接触子を用いて、１ cm四方中の

100点を料激し、その接触感の有無を申告させた。

＜結果＞　皮膚の湿潤感受性は、高環境温下より低環境温下で、静止接触時より接触滑動

時に、水温が皮膚温と同温より高温、さらに低温の時の方が、いずれも高く示された。滴

下水量の差もある程度感受された。感受性の部位差を見ると、ほぼ全員で前額・手掌で高

く上腹・下腿で低い結果となった。触点密度は被験者間で大きな差があるが、同一被験者

同一部位の触点密度には再現性が認められた。触点密度の高いグループでは特に前額・手

掌の密度が高く、湿潤感の部位差と同様の傾向を示した。
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